
JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

(57)【要約】
　本発明は、超音波を用いた外科手術用器具に関し、超
音波を発生させる振動子、円筒形のバー（ｂａｒ）形状
で形成され、前記振動子から発生した超音波を前記振動
子が連結された他端部から一端部に伝達する伝達ロッド
、前記伝達ロッドの一端部から延びて形成され、前記伝
達ロッドから伝達された超音波を用いて手術部位を切断
する切断子であって、前記伝達ロッドの一端部から最も
隣接した第１振動ノードから増幅ステップが始まるよう
に、前記第１振動ノードに該当する地点から円形の断面
積の一部が平坦に形成される切断子、前記伝達ロッドを
介して超音波が伝達される時に形成される複数の振動ノ
ードを連結点にして前記伝達ロッドを囲むロッドカバー
、および前記ロッドカバーの一端部にチルト可能に結合
され、前記切断子に対向する位置に備えられ、前記切断
子と噛み合って前記手術部位を把持する顎を含んで構成
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を発生させる振動子、
　円筒形のバー（ｂａｒ）形状で形成され、前記振動子から発生した超音波を前記振動子
が連結された他端部から一端部に伝達する伝達ロッド、
　前記伝達ロッドの一端部から延びて形成され、前記伝達ロッドから伝達された超音波を
用いて手術部位を切断する切断子であって、前記伝達ロッドの一端部から最も隣接した第
１振動ノードから増幅ステップが始まるように、前記第１振動ノードに該当する地点から
円形の断面積の一部が平坦に形成される切断子、
　前記伝達ロッドを介して超音波が伝達される時に形成される複数の振動ノードを連結点
にして前記伝達ロッドを囲むロッドカバー、および
　前記ロッドカバーの一端部にチルト可能に結合され、前記切断子に対向する位置に備え
られ、前記切断子と噛み合って前記手術部位を把持する顎を含む、超音波を用いた外科手
術用器具。
【請求項２】
　前記増幅ステップに該当する区間は、
　前記第１振動ノードから、前記振動子が連結された反対方向に前記振動子から発生した
超音波の１周期に対する波長長さの４分の１に該当する距離だけ離隔した所に位置する第
１振動アンチノードまでの距離であることを特徴とする、請求項１に記載の超音波を用い
た外科手術用器具。
【請求項３】
　前記振動子から発生した超音波の周波数を５５．５ｋＨｚにし、前記伝達ロッドを円筒
形のチタニウムで形成する時、前記増幅ステップは２０ｍｍとなり、前記手術部位と接し
て切断することになる作用長さは１５ｍｍとなることを特徴とする、請求項２に記載の超
音波を用いた外科手術用器具。
【請求項４】
　平坦に形成された前記切断子の断面積の一部は、前記切断子の他面の中央部を中心に第
１面と第２面に分けられ、前記第１面と前記第２面が全て前記顎と接する前記切断子の一
面に反対な他面に備えられることを特徴とする、請求項２に記載の超音波を用いた外科手
術用器具。
【請求項５】
　前記第１面と前記第２面は、
　互いに反対方向に前記切断子の他面の中央部において前記切断子の一面と他面との間の
両側面に向かって傾けられていることを特徴とする、請求項４に記載の超音波を用いた外
科手術用器具。
【請求項６】
　前記第１面と前記第２面は、
　前記第１振動ノードから前記第１振動アンチノードまでつながる長さ方向に沿って連続
して形成され、前記第１振動アンチノードに向かうほど傾きが大きくなることを特徴とす
る、請求項５に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項７】
　前記第１面と前記第２面は、
　同一の面積と同一の傾きを有するように互いに対称に形成されることを特徴とする、請
求項５に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項８】
　平坦に形成された前記切断子の断面積の一部は、前記切断子の他面の中央部を中心に第
３面と第４面に分けられ、前記第３面は前記顎と接する前記切断子の一面に反対な他面に
備えられ、第４面は前記切断子の一面と他面との間の一側面に備えられることを特徴とす
る、請求項２に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項９】
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　前記第３面は、
　前記切断子の他面の中央部において前記第４面が備えられた前記切断子の一側面に反対
な前記切断子の一面と他面との間の他側面に向かって傾けられていることを特徴とする、
請求項８に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項１０】
　前記第３面は、
　前記第１振動ノードから前記第１振動アンチノードまでつながる長さ方向に沿って連続
して形成され、前記第１振動アンチノードに向かうほど傾きが大きくなることを特徴とす
る、請求項８に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項１１】
　前記第４面は、
　前記切断子の他面に垂直するように同一の断面長さを有し、前記第１振動ノードから前
記第１振動アンチノードまでつながる長さ方向に沿って連続して形成されることを特徴と
する、請求項８に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【請求項１２】
　前記顎は、
　前記切断子と噛み合って把持された前記手術部位が離脱するのを防止するために、前記
切断子の一面に対向する内面に既に設定された間隔で形成された溝を備え、
　前記溝は、前記顎の長さ方向に垂直した方向を基準とする時、前記顎の長さ方向に向か
って傾けられていることを特徴とする、請求項２に記載の超音波を用いた外科手術用器具
。
【請求項１３】
　前記溝は、
　前記顎の長さ方向に垂直した方向の傾きを０度とする時、前記顎の長さ方向に１０度～
８０度傾けられていることを特徴とする、請求項１２に記載の超音波を用いた外科手術用
器具。
【請求項１４】
　前記溝は、
　前記顎の内面に格子状で備えられているか、または前記顎の内面に中央部から両側部に
向かう対称した折り曲げ状で備えられていることを特徴とする、請求項１３に記載の超音
波を用いた外科手術用器具。
【請求項１５】
　前記振動子から発生する超音波を制御し、前記ロッドカバーおよび前記顎の動きを調節
する作動部をさらに含み、
　前記作動部はコンピュータ統合ロボット手術システム（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　ｒｏｂｏｔｉｃ　ｓｕｒｇｅｒｙ　ｓｙｓｔｅｍ）を構成する制御ユニット
の一部に含まれ、前記ロッドカバーおよび前記顎の動きが前記コンピュータ統合ロボット
手術システムに含まれる他の外科手術用器具と共に複合的に自動で調節されることを特徴
とする、請求項１～１４のいずれか１項に記載の超音波を用いた外科手術用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波を用いた外科手術用器具に関し、より詳しくは、増幅ステップが有す
ることができる最大値を確保して超音波強さを極大化しつつ、最大作用長さを確保してよ
り迅速で効果的に切断と止血ができる超音波を用いた外科手術用器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、超音波を用いて外科手術を行う器具が次第に開発されている。その中、腹腔鏡手
術（ｌａｐａｒｏｓｃｏｐｉｃ　ｓｕｒｇｅｒｙ）に用いられる代表的な外科手術用器具
としては、日本登録特許第４３０７８９０号に記載されたようなハーモニックスカルペル
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（Ｈａｒｍｏｎｉｃ　Ｓｃａｌｐｅｌ）がある。
　しかし、日本登録特許第４３０７８９０号に記載されたような従来のハーモニックスカ
ルペルの場合においては、最大作用長さを確保するために増幅ステップが有することがで
きる最大値を確保することができず、そのために超音波強さを極大化できないように構成
されている。
【０００３】
　すなわち、従来のハーモニックスカルペルのように超音波を用いる外科手術用器具にお
いて、作用長さと増幅ステップが相反する要素として把握されてきたし、そのために手術
部位に応じて２つのうちいずれか１つだけを選択して切断と止血ができる外科手術を行う
器具だけが開発されてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の技術的課題は、増幅ステップが有することができる最大値を確保して超音波強
さを極大化しつつ、最大作用長さを確保してより迅速で効果的に切断と止血ができる超音
波を用いた外科手術用器具を提供することにある。
　本発明が達成しようとする技術的課題は以上で言及した技術的課題に制限されず、言及
していないまた他の技術的課題は下記の記載によって本発明が属する技術分野で通常の知
識を有する者に明確に理解できるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　技術的課題を解決するために導き出された本発明による超音波を用いた外科手術用器具
は、超音波を発生させる振動子、円筒形のバー（ｂａｒ）形状で形成され、前記振動子か
ら発生した超音波を前記振動子が連結された他端部から一端部に伝達する伝達ロッド、前
記伝達ロッドの一端部から延びて形成され、前記伝達ロッドから伝達された超音波を用い
て手術部位を切断する切断子であって、前記伝達ロッドの一端部から最も隣接した第１振
動ノードから増幅ステップが始まるように、前記第１振動ノードに該当する地点から円形
の断面積の一部が平坦に形成される切断子、前記伝達ロッドを介して超音波が伝達される
時に形成される複数の振動ノードを連結点にして前記伝達ロッドを囲むロッドカバー、お
よび前記ロッドカバーの一端部にチルト可能に結合され、前記切断子に対向する位置に備
えられ、前記切断子と噛み合って前記手術部位を把持する顎を含んで構成される。
【０００６】
　この時、前記増幅ステップに該当する区間は、前記第１振動ノードから、前記振動子が
連結された反対方向に前記振動子から発生した超音波の１周期に対する波長長さの４分の
１に該当する距離だけ離隔した所に位置する第１振動アンチノードまでの距離であるよう
に構成されても良い。
　ここで、前記振動子から発生した超音波の周波数を５５．５ｋＨｚにし、前記伝達ロッ
ドを円筒形のチタニウムで形成する時、前記増幅ステップは２０ｍｍとなり、前記手術部
位と接して切断することになる作用長さは１５ｍｍとなっても良い。
【０００７】
　一方、平坦に形成された前記切断子の断面積の一部は、前記切断子の他面の中央部を中
心に第１面と第２面に分けられ、前記第１面と前記第２面が全て前記顎と接する前記切断
子の一面に反対な他面に備えられるように構成されても良い。
　この時、前記第１面と前記第２面は、互いに反対方向に前記切断子の他面の中央部にお
いて前記切断子の一面と他面との間の両側面に向かって傾けられるように構成されても良
い。
【０００８】
　また、前記第１面と前記第２面は、前記第１振動ノードから前記第１振動アンチノード
までつながる長さ方向に沿って連続して形成され、前記第１振動アンチノードに向かうほ
ど傾きが大きくなるように構成されても良い。
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　なお、前記第１面と前記第２面は、同一の面積と同一の傾きを有するように互いに対称
に形成されるように構成されても良い。
　一方、平坦に形成された前記切断子の断面積の一部は、前記切断子の他面の中央部を中
心に第３面と第４面に分けられ、前記第３面は前記顎と接する前記切断子の一面に反対な
他面に備えられ、第４面は前記切断子の一面と他面との間の一側面に備えられるように構
成されても良い。
【０００９】
　この時、前記第３面は、前記切断子の他面の中央部において前記第４面が備えられた前
記切断子の一側面に反対な前記切断子の一面と他面との間の他側面に向かって傾けられる
ように構成されても良い。
　また、前記第３面は、前記第１振動ノードから前記第１振動アンチノードまでつながる
長さ方向に沿って連続して形成され、前記第１振動アンチノードに向かうほど傾きが大き
くなるように構成されても良い。
　なお、前記第４面は、前記切断子の他面に垂直するように同一の断面長さを有し、前記
第１振動ノードから前記第１振動アンチノードまでつながる長さ方向に沿って連続して形
成されるように構成されても良い。
【００１０】
　一方、前記顎は、前記切断子と噛み合って把持された前記手術部位が離脱するのを防止
するために、前記切断子の一面に対向する内面に既に設定された間隔で形成された溝を備
え、前記溝は、前記顎の長さ方向に垂直した方向を基準とする時、前記顎の長さ方向に向
かって傾けられるように構成されても良い。
　ここで、前記溝は、前記顎の長さ方向に垂直した方向の傾きを０度とする時、前記顎の
長さ方向に１０度～８０度傾けられるように構成されても良い。
【００１１】
　さらに、前記溝は、前記顎の内面に格子状で備えられるか、または前記顎の内面に中央
部から両側部に向かう対称した折り曲げ状で備えられるように構成されても良い。
　一方、本発明による超音波を用いた外科手術用器具は、前記振動子から発生する超音波
を制御し、前記ロッドカバーおよび前記顎の動きを調節する作動部をさらに含み、前記作
動部はコンピュータ統合ロボット手術システム（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　ｒｏｂｏｔｉｃ　ｓｕｒｇｅｒｙ　ｓｙｓｔｅｍ）を構成する制御ユニットの一部に
含まれ、前記ロッドカバーおよび前記顎の動きが前記コンピュータ統合ロボット手術シス
テムに含まれる他の外科手術用器具と共に複合的に自動で調節されるように構成されても
良い。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による超音波を用いた外科手術用器具によれば、増幅ステップが有することがで
きる最大値を確保して超音波強さを極大化しつつ、最大作用長さを確保することができる
ため、より迅速で効果的に切断と止血ができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッドの
一端部および切断子を拡大して示す斜視図である。
【図３】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッドの
一端部および切断子を他の方向から拡大して示す斜視図である。
【図４】図２および図３においてＣ０線に沿って切開した断面図である。
【図５】図２および図３においてＣ１線に沿って切開した断面図である。
【図６】図２および図３においてＣ２線に沿って切開した断面図である。
【図７】図２および図３においてＣ３線に沿って切開した断面図である。
【図８】図２および図３においてＣ４線に沿って切開した断面図である。
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【図９】図２および図３においてＣ５線に沿って切開した断面図である。
【図１０】図２および図３においてＣ６線に沿って切開した断面図である。
【図１１】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッド
の一端部および切断子を変形する時に図４に対応して示す断面図である。
【図１２】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッド
の一端部および切断子を変形する時に図５に対応して示す断面図である。
【図１３】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッド
の一端部および切断子を変形する時に図６に対応して示す断面図である。
【図１４】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッド
の一端部および切断子を変形する時に図７に対応して示す断面図である。
【図１５】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において伝達ロッド
の一端部および切断子を変形する時に図８に対応して示す断面図である。
【図１６】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において切断子と接
する顎の一面に対する一例を示す平面図である。
【図１７】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において切断子と接
する顎の一面に対する変形例を示す平面図である。
【図１８】本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において切断子と接
する顎の一面に対する他の変形例を示す平面図である。
【図１９】従来の超音波を用いた外科手術用器具において伝達ロッドの一端部および切断
子を拡大して示す斜視図である。
【図２０】従来の超音波を用いた外科手術用器具において切断子と接する顎の一面を示す
平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明すれば次の通りである。但し
、本発明を説明するにおいて、既に公知された機能あるいは構成に関する説明は本発明の
要旨を明瞭にするために省略する。
　本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態は、図１～図１８に示すよう
に、振動子１００、伝達ロッド２００、切断子３００、ロッドカバー４００および顎（ｊ
ａｗ）５００を含んで構成される。
【００１５】
　ここで、振動子１００は、入力端子１２０から超音波を発生できる電気的な信号を受け
て超音波を発生させる構成要素である。（但し、図面においては、振動子１００と入力端
子１２０との間の信号伝達のための回路、電線などの図示は省略した。）
　振動子１００から発生する超音波の振動数は後述する伝達ロッド２００、切断子３００
の条件に応じて異なる。すなわち、伝達ロッド２００をどのような形状でどのような材料
で形成するか、または切断子３００から発生できる増幅ステップおよび作動長さをどのよ
うに設計するかに応じ、振動子１００においては最適な超音波を発生させる。
【００１６】
　例えば、伝達ロッド２００を円筒形のチタニウムで形成し、切断子３００から発生でき
る増幅ステップを約２０ｍｍにし、作動長さを約１５ｍｍに設定しようとすれば、振動子
１００においては約５５．５ｋＨｚの振動数を有する超音波を発生させるように設定され
る。
　また、振動子１００から発生する超音波の強さ（振幅、変位）は、切断しなければなら
ない手術部位を考慮し、後述する第２スイッチ６３０を介して調節することができる。
【００１７】
　例えば、手術部位が厚い組織になっていたり血管が通る部位であったりする場合は超音
波の強さを強くなるように調節し、そうでない所の場合は切断時に発生する副産物などに
よる手術の妨害を受けないように超音波の強さを弱くなるように調節することができる。
　一方、伝達ロッド２００は、振動子１００と切断子３００を連結して、振動子１００か
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ら発生した超音波を切断子３００に伝達する役割をする構成である。
　このような伝達ロッド２００は、切断子３００が腹腔鏡手術に用いられるトロカール（
ｔｒｏｃａｒ）に形成されたホール（ｈｏｌｅ）に挿入されて手術部位にまで到達できる
ように、薄くて長く形成された円筒形のバー（ｂａｒ）形状であっても良い。
【００１８】
　この時、伝達ロッド２００の長さは使用者が腹腔鏡手術をするのに好適な長さに形成さ
れるが、振動子１００から発生した超音波の振動ノード（ｖｉｂｒａｔｉｏｎ　ｎｏｄｅ
、実質的に超音波の強さが０の地点を意味する。）と振動アンチノード（ｖｉｂｒａｔｉ
ｏｎ　ａｎｔｉ－ｎｏｄｅ、振動ノードに反対な概念として、実質的に超音波の強さが最
大な地点を意味する。）が複数回繰り返される程度の長さに形成されることができる。ま
た、本発明による切断子３００の増幅ステップに該当する区間が後述するように超音波４
分の１周期に該当する距離となることができるという点も考慮しなければならないのは当
然である。
【００１９】
　また、伝達ロッド２００は様々な材質で形成されるが、前述したように、振動子１００
から発生した５５．５ｋＨｚの振動数を効果的に伝達するためにはチタニウム素材で形成
されるのが有利である。
　一方、切断子３００は超音波を用いて手術部位を切断する構成であり、伝達ロッド２０
０の一端部に備えられ、振動子１００によって発生した超音波の伝達を受けて手術部位を
切断することができる。
【００２０】
　このような切断子３００は超音波を用いるため、一般的な切断道具と異なり、必ずしも
鋭く形成される必要はない。すなわち、切断子３００は超音波によって発生する振動エネ
ルギーと熱エネルギーを用いて手術部位を切断できるように形成されており、これによっ
て血管が通る手術部位を切断するのに効果的である。
　例えば、切断子３００は、図面に示すように、伝達ロッド２００の一端部から延びた形
態で形成されることができ、対向する側に備えられた後述する顎（ｊａｗ）５００と共に
手術部位を圧搾して振動エネルギーと熱エネルギーで手術部位を切断することができる。
【００２１】
　このような切断子３００は、伝達ロッド２００から受けた超音波を用いて手術部位を切
断しなければならないため、増幅ステップ（ｇａｉｎ　ｓｔｅｐ；実質的に増幅比率が１
以上であることを意味する。）を有しなければならない。
　この時、切断子３００が増幅ステップを有するようにするための方案として切断子３０
０の形状および構造を様々にすることができ、本発明においては、切断子３００の横断面
積の広さを振動ノードにおいてより小さくして、横断面積比率に応じて超音波が有するエ
ネルギーを増幅できるようにする。したがって、切断子３００が伝達ロッド２００から延
びた形態で形成される時、円形の断面積の一部を平坦にして断面積を減少させることによ
って増幅ステップが形成されるようにする。
【００２２】
　一方、切断子３００を形成するにおいて、増幅ステップを有することができるように形
成することほど重要なのは、どれほどの作用長さ（ａｃｔｉｖｅ　ｌｅｎｇｔｈ）を有す
るかである。すなわち、切断子３００から増幅ステップが形成されて超音波が有するエネ
ルギーを増幅するとしても、作用長さが短ければ、言い換えれば、実質的に手術部位を切
断できる程度の強さを有しなければ、手術部位を切断しようとする使用者には無意味であ
ろう。
【００２３】
　このような重要な意味を有する作用長さを確保するために、従来には、図１９に示すよ
うに作用長さを最大限に確保できるように増幅ステップが開始する地点と振動ノードとの
間の距離が５％以上離隔するように構成された（この時、従来の超音波を用いた外科手術
用器具に関する説明は背景技術で言及した日本登録特許第４３０７８９０号に記載された
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内容ではないが、実際に外科手術を行う医師たちに広く用いられている製品から明らかに
確認できる内容である。）。
【００２４】
　すなわち、従来の超音波を用いた外科手術用器具において、切断子３０も円形の断面積
の一部を平坦にして断面積を減少させることによって増幅ステップが形成されるように構
成されたが、増幅ステップが開始する地点と振動ノードとの間の距離が５％以上離隔する
ように構成された。
　したがって、従来の超音波を用いた外科手術用器具において、切断子３０の場合、増幅
ステップが終了する地点が振動アンチノードに表れる超音波の最大振幅（変位）が到達す
る地点まで形成されることができず、これは最大作用長さを確保するために増幅ステップ
が有することができる最大値を諦めたということであろう。
【００２５】
　しかし、本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において、切断子３
００は、増幅ステップが開始する地点を振動ノードと一致させることによって増幅ステッ
プが有することができる最大値を確保しつつ、最大作用長さを確保できるように構成され
る。
　すなわち、本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態において、以下で
説明するように切断子３００を構成すれば、増幅ステップに該当する区間および最大作用
長さに該当する長さは、同様に第１振動ノードＮ１から振動子１００が連結された反対方
向に振動子１００から発生した超音波の１周期に対する波長長さの４分の１に該当する距
離だけ離隔した所に位置する第１振動アンチノードＡ１までの距離であっても良い。
【００２６】
　先ず、図２～図１０に示された切断子３００の一例を説明すれば、切断子３００の平坦
に形成された断面積の一部は切断子３００の他面（顎５００と接する切断子３００の一面
の反対面）の中央部を中心に第１面３１０と第２面３２０に分けられて構成されることが
できる。
　ここで、第１面３１０と第２面３２０はいずれも切断子３００の他面に備えられても良
く、第１面３１０と第２面３２０は船舶の下段部の形状と類似するように、互いに反対方
向に切断子３００の他面の中央部において切断子３００の一面と他面との間の両側面に向
かって傾けられていても良い。
【００２７】
　この時、第１面３１０と第２面３２０は第１振動ノードＮ１から第１振動アンチノード
Ａ１までつながる長さ方向に沿って連続して形成されることができ、第１振動アンチノー
ドＡ１に向かうほど傾きが大きくなるように構成されることができる。
　より具体的には、第１面３１０と第２面３２０は、第１振動ノードＮ１においては図４
に示すように切断子３００の他面の中央部に同一の１つの面で構成されるが、第１振動ア
ンチノードＡ１に向かうほど図５～図７に示すように切断子３００の他面の中央部から両
側面に向かって次第に傾きが大きく傾くように構成される。
【００２８】
　このように構成される第１面３１０と第２面３２０は第１振動アンチノードＡ１に隣接
する時には図８～図１０に示すように互いに平行に構成されることができ、手術の便宜上
、振動アンチノードＡ１に隣接した切断子３００の一部が曲げられていても第１面３１０
と第２面３２０の構成は変更されずに同一の形状を維持することができる。
　また、第１面３１０と第２面３２０は同一の面積と同一の傾きを有するように互いに対
称に形成されることができる。この時、互いに対称しないように構成されていても本発明
の権利範囲を逸脱しなのは勿論であり、このように互いに対称に形成する場合、超音波が
顎５００と接する切断子３００の一面によりよく向かうようにすることができる。
【００２９】
　次に、図１１～図１５に示された切断子３００の変形例を説明すれば、切断子３００の
平坦に形成された断面積の一部は、切断子３００の他面（顎５００と接する切断子３００
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一面の反対面）の中央部を中心に第３面３３０と第４面３４０に分けられて構成されるこ
とができる。
　ここで、第３面３３０は顎５００と接する切断子３００の他面に備えられる面であり、
第４面３４０は切断子３００の一面と他面との間の一側面に備えられる面である。
【００３０】
　より具体的には、第３面３３０は、前述したような図２～図１０に示された切断子３０
０の一例の第１面３１０と類似するように、切断子３００の他面の中央部から切断子３０
０の側面に向かって傾けられており、第１振動ノードＮ１から第１振動アンチノードＡ１
に向かうほど傾きが大きくなるように連続して形成された面である。
　しかし、第４面３４０は、前述したような図２～図１０に示された切断子３００の一例
とは異なり、切断子３００の他面に垂直するように同一の断面長さを有し、第１振動ノー
ドＮ１から第１振動アンチノードＡ１まで傾きの変化なしに連続して形成された面である
。
【００３１】
　すなわち、図１１～図１５から確認できるように、切断子３００の変形例は、切断子３
００の一面と他面との間の両側面のうち一側面だけが傾きの変化を有し、第１振動ノード
Ｎ１から第１振動アンチノードＡ１まで連続して形成されるように構成されたものである
。
　この時、傾きの変化を有する一側面、すなわち、第３面３３０は、手術の便宜上、振動
アンチノードＡ１に隣接した切断子３００の一部が曲げられる方向に対応する方向の一側
面であっても良いが、必ずしもこれに制限されるものではない。
【００３２】
　このように切断子３００の変形例を構成する場合、前述したような図２～図１０に示さ
れた切断子３００の一例に比べて、超音波が顎５００と接する切断子３００の一面により
よく向かうのか否かに対する差があるのみであって、本発明が解決しようとする技術的課
題である増幅ステップが有することができる最大値を確保して超音波強さを極大化しつつ
、最大作用長さを確保してより迅速で効果的に切断と止血ができる超音波を用いた外科手
術用器具を提供することには差がないと言える。
【００３３】
　一方、ロッドカバー４００は、伝達ロッド２００を介して超音波が伝達されることを保
護するために伝達ロッド２００を囲む構成である。
　このようなロッドカバー４００は伝達ロッド２００と接触しないのが理想的ではあるが
、伝達ロッド２００が長く形成される場合は接触して連結される必要がある。この時、ど
の地点でも連結点にするのではなく、伝達ロッド２００を介して超音波が形成される複数
の振動ノード（例えば、第１振動ノードＮ１、第２振動ノードＮ２）を連結点にするのが
有利である。
【００３４】
　これは、振動ノードでない点では強さが０にならないため、振動ノードでない点におい
て伝達ロッド２００とロッドカバー４００が連結されれば、伝達ロッド２００を介して伝
達されていた超音波が少量ではあるもののロッドカバー４００にも伝達されて損失される
ことがあるためである。
　一方、顎５００は、切断子３００に対向する位置に配置され、切断子３００と噛み合っ
て手術部位を把持する役割をする構成である。
【００３５】
　仮にこのような顎５００がなければ、手術部位を切断するために切断子３００を押す時
に支える構成がないため、手術部位が押されてろくに切断できないことがある。すなわち
、顎５００は、切断子３００を補助して手術部位を切断するようにする構成である。
　このような役割をする顎５００は伝達ロッド２００に結合して構成されることもできる
が、切断子３００への超音波の伝達を妨害し得るため、ロッドカバー４００の一端部に結
合して構成されるのが有利である。
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【００３６】
　また、手術部位を容易に把持またはリリースするためにロッドカバー４００にチルト（
ｔｉｌｔｉｎｇ）可能に結合するように構成されることができ、使用者が調節し易いよう
に第１スイッチ６２０とも連動するように構成されることができる。
　それのみならず、顎５００は、切断子３００と噛み合って把持された手術部位が離脱す
るのを防止できるように、切断子３００の一面に対向する内面に既に設定された間隔で形
成された溝５１０を備えることができる。
【００３７】
　この時、溝５１０は、顎５００の長さ方向に垂直した方向を基準とする時、顎５００の
長さ方向に向かって傾けられているように構成されることができる。
　すなわち、顎５００において第１振動ノードＮ１と第１振動アンチノードＡ１を連結す
る方向と平行した方向を長さ方向とする時、前記長さ方向に垂直した方向の傾きを０度と
すれば、溝５１０は顎５００の長さ方向に一定角度傾いて形成されることができる。
　言い換えれば、前記一定角度が小さければ、顎５００の長さ方向に垂直した方向に溝５
１０が形成されているといい、前記一定角度が大きければ、顎５００の長さ方向に溝５１
０が形成されていると言える。
【００３８】
　この時、前記一定角度の範囲は顎５００の内面の形状が長方形に近いので０度～９０度
になっても良いが、後述するような図２０に示すように従来の超音波を用いた外科手術用
器具の顎５００の内面に形成された溝５１との効果上の差を確認できる程度になるために
は１０度以上でなければならず、把持した手術部位が把持する方向に滑らないようにする
ためには８０度以下になるのが有利である。
　このように一定角度傾いていれば、溝５１０はその形状に対して制限はないと言える。
しかし、より詳細な説明のために図面を参照して例を挙げてみれば、溝５１０は図１６に
示すように顎５００の内面に格子状で備えられることができる。
【００３９】
　このような形状を有する溝５１０は切断子３００と顎５００が手術部位を把持するのに
把持力を高めるという長所はあるが、製作するのに困難があるところ、図１７または図１
８に示された変形例のような形状を有することができる。すなわち、図１７または図１８
に示すように、溝５１０’，５１０’’は顎５００の内面の中央部から両側部に向かう対
称した折り曲げ状で形成されることができる。
　以上で説明したように顎５００を構成すれば、図２０に示されたような溝５１を有する
従来の超音波を用いた外科手術用器具の顎５００によって手術部位を把持する時に発生し
得る問題を解決することができる。
【００４０】
　すなわち、図２０に示されたような溝５１を有する従来の超音波を用いた外科手術用器
具の顎５００によって手術部位を把持すれば、把持した手術部位は把持する方向に凝集し
得るため、切断子３００が手術部位を切開および焼灼するのに妨害となり得る。
　しかし、本発明による超音波を用いた外科手術用器具の顎５００によって手術部位を把
持すれば、把持した手術部位が把持する方向でない顎５００の両側部方向に凝集し得るた
め、切断子３００が手術部位を切開および焼灼するのに妨害とはならず、それにより、よ
り迅速で効果的な手術部位の切開および焼灼が可能である。
【００４１】
　それのみならず、従来の超音波を用いた外科手術用器具は、最大作用長さを確保するた
めに増幅ステップが有することができる最大値を確保することができなかったため、切断
子３００と顎５００との間に手術部位の把持力が高くなってこそ切開および焼灼が行われ
るところ、図２０に示されたような溝５１が有する間隔ｔ１を非常に細かくして前記把持
力を高めなければならなかった。
　しかし、本発明による超音波を用いた外科手術用器具は、最大作用長さを確保しつつ増
幅ステップが有することができる最大値を確保したため、従来の超音波を用いた外科手術
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用器具より前記把持力が低くても良く、溝５１０が有する間隔ｔ２を広げることができる
。
【００４２】
　このように溝５１０が有する間隔ｔ２が広くなれば、顎５００の内面を製作するのによ
り少ない努力および費用がかかるのは当然である。
　一方、作動部６００は、前述したような振動子１００を制御し、ロッドカバー４００お
よび顎５００の動きを調節できるようにする構成であり、使用者の便宜に応じて多様に構
成されることができる。
　例えば、本発明による超音波を用いた外科手術用器具の一実施形態においては、作動部
６００を取っ手６１０、第１スイッチ６２０、第２スイッチ６３０、および第３スイッチ
６４０で構成することができる。
【００４３】
　ここで、取っ手６１０は、使用者が片手で本発明による超音波を用いた外科手術用器具
を把持して、切断子３００を手術部位に持っていって手術するのに容易になるように拳銃
（ｈａｎｄｇｕｎ）の取っ手と類似するように構成されることができる。
　また、第１スイッチ６２０は、振動子１００が超音波を発生させるのをオン／オフする
役割をすると同時に、切断子３００と共に手術部位を把持して切断するように顎５００を
動かす役割をするように構成されることができる。
【００４４】
　また、第２スイッチ６３０は振動子１００から発生する超音波の強さを調節する役割を
するように構成されることができ、第３スイッチ６４０は使用者の人差し指のためにロッ
ドカバー４００を回転させて切断子３００または／および顎５００を回転できるように構
成されることができる。
　一方、このような本発明の超音波を用いた外科手術用器具は使用者が手術時に直接手動
で利用したりもするが、それに制限されず、外科手術用器具が取り付けられた自動化ロボ
ットにも拡張して利用できるのは当然である。
【００４５】
　より具体的な説明のために例を挙げてみれば、作動部６００をコンピュータ統合ロボッ
ト手術システム（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｒｏｂｏｔｉｃ　ｓｕｒｇ
ｅｒｙ　ｓｙｓｔｅｍ）を構成する制御ユニット（図示せず）の一部に含ませることを考
えることができ、このように作動部６００を構成する場合、これ以上作動部６００を取っ
手６１０、第１スイッチ６２０、第２スイッチ６３０、および第３スイッチ６４０で構成
する必要はない。
【００４６】
　すなわち、作動部６００をコンピュータ統合ロボット手術システムを構成する制御ユニ
ット（図示せず）の一部に含ませれば、ロッドカバー４００および顎５００の動きをコン
ピュータ統合ロボット手術システムに含まれる他の外科手術用器具と共に複合的に自動で
調節することができる。
　以上では本発明の特定の実施形態が説明し図示されたが、本発明は記載された実施形態
に限定されるものではなく、本発明の思想および範囲を逸脱せずに多様に修正および変形
できるのは本技術分野で通常の知識を有する者に明らかなことである。したがって、この
ような修正例または変形例は本発明の技術的思想や観点から個別的に理解されてはならず
、変形された実施形態は本発明の特許請求の範囲に属するとみなすべきである。



(12) JP 2015-509391 A 2015.3.30

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(13) JP 2015-509391 A 2015.3.30

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(14) JP 2015-509391 A 2015.3.30

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月15日(2014.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】 【図２】



(15) JP 2015-509391 A 2015.3.30

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(16) JP 2015-509391 A 2015.3.30

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(17) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40

【国際調査報告】



(18) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40



(19) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40



(20) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40



(21) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40



(22) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

30

40



(23) JP 2015-509391 A 2015.3.30

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,
UZ,VC,VN

(72)発明者  キム，ソン　イ
            大韓民国，４６３－８５９　キョンギド，ソンナムシ，プンダング，チョンジャドン，１０－１，
            アイ－パーク　プンダング，２０２－３００３
(72)発明者  キム，サ　イム
            大韓民国，１３７－８３１　ソウル，ソチョグ，パンベ　４（サ）ドン，８０６－９，シャインヒ
            ル　５チャ，６０１
(72)発明者  キム，ソ　チョン
            大韓民国，１３７－８３１　ソウル，ソチョグ，パンベ　４（サ）ドン，８０６－９，シャインヒ
            ル　５チャ，６０１
Ｆターム(参考) 4C160 JJ12  JJ46 



专利名称(译) 超声波手术器械

公开(公告)号 JP2015509391A5 公开(公告)日 2015-05-07

申请号 JP2014557549 申请日 2012-02-16

[标]申请(专利权)人(译) E-医学有限公司
ËMED

申请(专利权)人(译) Ë - 医学有限公司

[标]发明人 キムソンイ
キムサイム
キムソチョン

发明人 キム,ソン イ
キム,サ イム
キム,ソ チョン

IPC分类号 A61B18/00

CPC分类号 A61B17/320092 A61B2017/320089 A61B2017/320095

FI分类号 A61B17/36.330

F-TERM分类号 4C160/JJ12 4C160/JJ46

代理人(译) 森哲也
田中茂铁▲▼
廣瀬 一

其他公开文献 JP2015509391A

摘要(译)

本发明涉及一种使用超声波进行外科手术的工具，其包括：产生超声波
的振动器;圆柱形棒状传输杆，用于将由振动器产生的超声波从连接到振
动器的另一端传输到其一端;用于使用从传递杆传递的超声波切割手术部
位的切割器，所述超声波从传递杆的一端延伸，其中，圆形横截面的一
部分从与第一振动节点对应的点平坦地形成以使得增益步骤在最靠近传
输杆一端的第一振动节点开始;杆盖，用于包围所述传递杆，使用通过所
述传递杆传递超声波时形成的多个振动节点作为连接点;以及用于在与切
割器接合的同时保持手术部位的颚部以可倾斜的方式结合到杆盖的一
端，并且被定位成面向切割器。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/db88a058-0ab9-4da5-b51f-e2774047aeba

